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利用者の要望： 

開発者： 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 沿道住民・納税者

の要望： 

 
 
 
 
 

   

IRI と

Doctor-IRI
の違いは？ 
簡単な説明

お願いしま

す。 

1. アメリカで 1985
年・開発された IRI
は,世界の各国が採

用している路面性

能の評価法。（シミ

ュレーション値。） 
2. Doctor-IRI は,IRI

法が持つ特長を更

に磨きを架け開発

した日本独自の手

法です。 
「特長」： 
（1）舗装構造の深さ

方向の評価ができ

る。 
「例えば」：表面形状と

IRI 値の活用⇒。 
① ⇒路面性能（乗

り心地・交通振

動発生予測値） 
② ⇒中間層（路盤

損傷有無） 
③ ⇒舗装構造の

強度予測⇒路

床の強度予測 
（2）「道路の悪い箇所」

を車両に調査機を装着

して現地走行して「見

付ける調査法」です。 
欄外に舗装の損傷モ

デルにて記述。 

年 度 末は

道 路 工事

が 多 い

の？ 

計画的な維

持管理をさ

れ て ま す

か？ 

路面性能： 
安心・安全に

走れる路面

です。 

環境保全： 
安心・安眠 
適切な税収

の配布・ 
情報公開 



舗装構造の損傷モデルと予測技術の関係 
1.はじめに 

道路の医者（IRI を用いた道路の健康管理 System）の概念を下記する。 
 
 
 
 
 
 
                  利用者：   図－２計測車両 
                  路面 
 
 
                  下層 
                  損傷 
                   
                     図－3 路面性能 IRI・縦断形状 
                  構造： 
                  強度 
 
 
                  余命      
  図－1 舗装構造・損傷モデル   CBR 

 
  図－4 IRI・舗装強度 E 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5  振動の実測値・予想値     図－6 D0・舗装強度 E 
 沿道環境：            活用：（D0⇒D150⇒路床 CBR・余命） 
                        文責  福原 敏彦。以上。 

 

 

 

 

推定EとD0の関係
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予想値と測定値
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